彼 は、 腹の 中で 舌う ち をして いた。 

ご ■ つじよ ■ つ 

(どこまで 強情な 中尉だろう。 よし、 今にみ て おれ。 

のつ びきなら ぬ 何もの か をつ かまえて、 これで も 話 を 

せぬ かと、 ぎゅうぎゅう いわせて やろう) 

力— ル トン 中尉 は、 パイ 軍曹の 横顔 を ちらりと 見て、 

さりげなく 煙草の 煙 を ふ ー つと 吹いた。 

「食事です。 食事 を 入れます」 

高声 器から、 へんな なまりの、 子供の こえが 聞え た。 

「おい、 皆、 そこで ストップ だ。 食事 を やって からに 

しょう」 

「よし 来た。 今日は、 どうか、 陽な たくさい ほうれん 



草の ス— プは、 ねがいさげ にして …… 」 

「おい よろこべ 」 

「なんだ、 例の ス ー プか。 セロリが 入って いるんだ ろ 

う」 

「いいや、 陽な たくさい ほうれん 草の ス— プ だよ」 

「うわ 1 ッ」 



氷山 



せんざい いちぐう 

千載 一 遇の 壮観 を 見物して おくので すな」 

「ふん、 お前と 話 をして いると、 わし は、 コ— ヒ ー で 

も わかしての みたくな るよ」 

そういう パイ 軍曹 も、 あわてて いる 方ではなかった _ 

ちん ぼ つ 

沈没 迫る 

ァ— ク 号の 甲板 は、 刻々 に 傾斜 を 増して いく。 もう 

この 船 は、 あと 五分と、 もたないで、 海面 下に 姿 を 没 



二人 は、 一生 けんめい、 重傷の 隊長 を、 元気 づけた。 

中尉 は、 間もなく 気がつい たもの らしく、 眼 を かつ 

と 開いた。 

「おお、 パイに、 ピ— トか。 おれ は …… おれ は、 もう。 

…：- J 

「おれ はもう —— おれ はもう 帰還され ます か？」 

「こら、 ピ— ト 一等兵、 だまれ。 隊長 どの は、 これ か 

ら 遺産の ことにつ いて 述べられ るの だ。 しずかに し 

ろ」 

「こら、 二人とも。 お前た ち は、 ここ この 場に のぞん 

で、 恐怖の あまり、 気、 気が ちがった な」 



計画 を、 たてられて いるの だ。 は、 早くし ろ。 船が、 

もう、 沈む」 

「ま、 ま、，！ | 

パイ 軍曹と、 ピ— ト 一等兵と は、 顔 を 見合せ た。 二 

人の 顔 は、 今までの いずれの 場合よりも 真剣に なって 

いた。 死 を 覚悟して、 死の 前に、 他の 何物への 執着 も 

すて 去った 二人で あつたが、 いまこう して、 中尉の 紫 

色に なった 唇の 間から、 無名 突撃 隊の 秘密に ついての 

ふる 

ベら れて みると、 彼等 二人 は、 本来の 任務に 奮い立た 

ないで は、 いられ なくなった。 

「おい、 ピ— ト、 急ぎ、 進め！」 



うでしょう」 

「この 野郎。 中尉 どのに、 申し わけない と 気にして、 

いやに 中尉 どのに サ ー ビスす る じ やない か」 

「軍曹 どの、 早く。 ぐずぐずして いると、 戦車の 中に 

海水が 入ります。 中の 器械が、 濡れて しまいます ぜ」 

ピ— ト 一等兵が 注意 を 発した ので、 パイ 軍曹 は、 ぎ 

くりとした。 

「おい、 早くし ろ。 浸水 させち や 駄目 だ。 お前から、 

先へ 入れ」 

軍曹 は、 ピ ） ^の 尻 をう しろから、 どんと つきあげ 

た。 ピ— トは、 ばね 仕掛の 人形の ように 戦車の 中に 飛 



「さっきと はちが ぅぞ。 あれから かなり 時刻が たって 

いる。 おい ピ ー ト。 この 戦車 は、 もう 海面 下に 沈んで 

しまった 頃 だぞ」 

ま つ さ ^ 

パイ 軍曹 は、 そう 叫んで、 自分で も、 真青な 顔に な つ 

た。 

「ええつ、 本当です か、 軍曹 どの。 この 戦車 は、 つい 

に、 海面 下に 没し ました か」 

「大丈夫、 それに 違いない」 

「それじゃ、 わした ち は、 もう 海の 上 を 見る ことかで 

きな くな つ たんです か」 

「もう、 よせ。 貴様が くだらん こと をい うから、 くだ 



と、 とつぜん、 ど ど ど ど— んと、 四 連発の 大砲 を、 

あわてて 撃ち だした ときの ように、 おそろしい 響きが 

伝わって きた。 と、 思った とき、 そのと き 遅く、 

一 一人の 乗つ ていた 戦車 は、 ぐらぐらとう ごきだした。 

「おい、 たいへん だ」 

「足が、 ひとりでに、 上へ 向いて いく ぞ」 

戦車 はまる で フット ボ— ルを 山の 上から 落した とき 

のように、 天井と 床と が、 互いち がいに 下にな リ 上に 

なりして、 弾みながら、 落下して いくのが、 二人に も、 

やっと わかった。 

(どうなる のであろう？ これ も、 力— ル トン 中尉の 



遺骸 を、 外に 置き忘れて きたた めか！) 

二人 は、 もう、 生きた 心 もなかった。 



静かな 海 



はげしい いきおいで、 何千 メ ー トルと いう 深い 海底 

へお ちていく 地底 戦車の 中で、 パイ 軍曹と ピ— トー 等 

兵と は 車内 を、 ころげまわったり、 ぶっかった りして、 

たいへんな 目にあった。 床 だと 思って いると、 それが、 



へ んな こと だ。 

「あま まま I 

と、 パイ 軍曹が、 とつぜん 笑い出した。 

「軍曹 どの、 なにが、 おかしい のです か」 

「あ，^ まま I 

軍曹の 声 は、 戦車の 壁に 反射して、 妙に、 うう ー ん 

と 後 を ひいた。 ピ ー ト 一等兵 は、 肩のう えに、 手 を か 

けながら 眼 を 丸く した。 

うそ 

「おい、 ピ— ト 一等兵。 幽霊が 出る なんて、 噓 だよ」 

「は あ、 噓で すか」 

「つまり、 これ は 生理的の 現象 だ。 いいかね。 おれた 



ごめん 

うつろな こえ、 あいつ は、 まっぴら 御免です よ」 

そういいながら、 彼 は ポケット を さぐって、 煙草 を 

さがした。 だが、 煙草 は、 なかった。 

「あれ、 煙草がない。 しまった、 船へ、 おいてき た。 

軍曹 どの は、 お持ちで すか」 

「なんだい、 煙草 か。 うん、 煙草なら、 ここに あるが、 

まさか、 この 戦車の 中 じ や、 油が あるから、 危く てす 

えない よ」 

「はは あ、 なるほど」 

と、 ピ —， ^は、 うらめし そうだ。 

「あつ、 たいへん だ。 軍曹 どの」 



海底へ おちこんで いるんだ から、 救援 隊は 来つ こなし 

さ。 ただ、 こうして 死 を まつば かりだよ」 

「いや だな あ。 どうせ、 乗 るんだ つたら、 戦車よりも、 

破れ ボ— トの 方が よかった」 

「なぜ？」 

「だ つ て、 ボ 1„ ^にの つ てり や、 仰向けば、 天から 降つ 

てく る 雪 を、 口の 中に いれる ことができ るし、 たまに や、 

近くの 流氷の 上に 白熊が のつ ている かもしれ ません か 

ら、 銃 をぶ っぱなして、 白熊の 肉に ありつけ るか もし 

れ ない」 

「やめろ、 そんなう まそう な 話 は！ よけいに 腹が 



(ああ、 なんとかして、 もう 一度、 パンと いう もの を 

むしゃむしゃ 食べて みたい。 娑婆に は、 むかし ビフテ 

キ なんてえ、 うまい ものが あつたな あ) 

そんな こと を 考えて いるう ちに、 ピ ） ^一等兵 は、 

おやという 表情で、 鼻 を ひくひく させた。 

(おや、 なんか 食べ物の 匂いが する！) 

彼 は、 く すん く すん と、 鼻 をなら した。 

とぎばなし 

すると、 とつぜん、 まるで、 ぉ伽噺 のよう な ことが 

起った。 それ は、 傾いた 戦車の 鉄板の 床の 上 を、 林檎 

のよう な 形 をした ものが、 ころころと、 ピ— ト 一等兵 

あしもと 

の 足 許へ、 ころげて きたので あった。 



彼 は、 太い 指で、 いくど も、 眼 を こすった。 

(あれえ、 おれの 眼 は、 どうかし ている ぞ。 あまり 食 

ベ 物の こと を 考え つづけた ため、 とうとう おれの 頭 は 

へんにな つて、 有り もしない 林檎が 目の前に 見える の 

じ やない か) 

眼 を、 ばち ばちして みたが、 たしかに 彼の 足 許に は、 

林檎が おちて いる。 

彼 は、 いくたび か 手 をのば そうと 思いつつ、 いやい 

や 手 を だすまい と、 はやる 心 をお さえた。 なぜなら、 

手 を 林檎の 方への ばした が 最後、 せっかくの 林檎が、 

しゃ ぼん 玉に 手 をつ けたよう に、 つと、 消えて しまう 



ので はなかろう か。 幻 にしても、 林檎の 形が、 見え 

ている 間 はたの しい。 幻が 消えて しまえば、 どんなに、 

つまらないだろう。 それ を 考える と、 ピ ー, ^一等兵 は、 

手 をのば す こと もなら ず、 からだ を 化石の ようにして、 

足 許へ 転がって きた その 怪しい 林檎の 形 を、 見 まもつ 

た。 

だが、 その 林檎の 色 は、 あまりにう つくしかった。 

まつ 赤な つやつやした 色が、 食欲 を そそりた てずに は、 

おかなかった。 そして、 あの 甘ず つ ぱい 林檎の 匂い ま 

でが、 つ ー んと 彼の 鼻 をつ きさした ように 思った ので 

ある。 



パイ 軍曹 は、 とんだと ころで、 ピ —， ^一等兵 を こき 

おろした が 「アイス クリ— ム」 といった とき、 彼 は、 

もうこの 戦車の 中で は どんな こと をした つ て 手に入れ 

る ことので きない アイス クリ ー ム である こと を 考えて 

といき 

しらずしらずに 大きな 吐息が 出た。 

ピ— ト 一 等 兵 は、 軍曹から、 とめど もな く 叱られな 

がら、 足 許に ころがつ ている 林檎 を、 じろ じろ と、 横 

目で ながめて、 生つ ば をのみ こんでいた。 

パイ 軍曹 は、 むずかし いかお をして、 広く もない 戦 

車の 中 を、 じろ じろ とみ まわした。 幽霊が、 かくれて 

いると すれば、 どこに いるの だろう か。 それとも、 幽 



霊と いう やつ は、 ふだん は、 人間の 目に は 見えない の 

かもしれ ないから、 案外、 自分の 目の前に 立って いる 

のか もしれ ない。 じっと 耳 をす ましていたら、 幽霊の 

吐息が きこえる ので はない か、 などと、 いろいろと 気 

をく ばって、 幽霊の 発見に 努力 をした のであった。 

だが、 幽霊の いるら しい 気配 は、 J 向に しなかった。 

(どうも、 へんだ。 おれ は、 どう 考えても、 こんな 新 

しい 戦車の 中に、 幽霊が すんで いると は 思わない) 

パイ 軍曹 は、 そのと き、 こんな こと を 思った。 

(さっき、 ピ ー トと 二人で、 この 戦車の 中へ、 とびこ 

むと き、 船員 か 戦友 かが、 ちょうど 食べ かけて いた 林 



檎を、 二人の どっち かが、 靴の さきで けとばして、 こ 

の 戦車の 中へ、 けこんだ ので は あるまい か。 すると、 

あの 林檎に は、 歯型の ほかに、 靴で けとばした あとが、 

ついている かもしれ ない。 もう 一度、 あの 林檎 をと り 

あげて、 よくしら ベて みょう！) 

林檎と 幽霊の 関係に、 パイ 軍曹の 悩み は、 ひと かた 

ではなかった。 

パイ 軍曹 は、 きょろきょろと、 あたり を、 みまわし 

た。 

「はて、 林檎 は、 どこへ おいた かな」 

林檎が、 見あたらない。 



「おい、 ピ— ト 一等兵。 さっきの 林檎 を、 もう 一度、 

しらべたい。 林檎 は、 どこに ある」 

「さあ、 どこへ いきまし たかしら …… 」 

ピ —， ^は、 ふしぎそう にいった。 

「おい、 ピ— ト。 そっちへ、 離れて みよ。 猿の 子供み 

たいに、 いつまでも、 おれに 抱きつい ていても 仕方が 

ないじ やない か。 お前が、 あの 林檎 を、 尻の 下に、 し 

いている ので はない か。 早く、 のけ！」 

「はい、 今、 のきます」 

ピ— ト 一 等 兵 は、 立ち上った。 

一 一人 は 林檎 を さがした。 



「お前み たいな 臆病者に、 こっちが、 はげまされよう 

と は 考えなかった。 お前 は、 ほんと は、 臆病者 じ やな 

かった のかな あ」 

パイ 軍曹 は、 感心して いった。 そして、 さっと、 し 

せい を 正しくす ると、 

r 集ま わ ！ ，1 

と、 号令 を かけた。 

ピ ー ト 一等兵 は、 とつぜん、 集まれ を かけられて、 

びっくり したが、 すぐさま、 かけ 足 をして、 パイ 軍曹 

の 前に、 不動の しせい をと つた。 

「番号！」 



地中 前進 



ピ— トー 等 兵が、 エンジン を かけた。 車内 は、 たち 

まち、 轟々 たる 音響に とざされた。 レバ— をた おすと、 

地底 戦車 は- J とん ごとん と、 前進 を はじめた ので あつ 

た。 

パイ 軍曹 は、 配電盤 を 睨んだり、 戦車の ゆく 方を考 

えたり、 なかなか いそがしかった。 



ピ— ト 一等兵 は、 気をつけ をす る。 

「 一 歩 前へ ！ 口 を 大きく ひらけ！」 

「ええ ッ」 

仕方がない。 ピ— ト 一等兵 は、 天井の 方 をむ いて、 

口 を 大きく ひらいた。 

「こら、 もっと 下 を 向いて、 口 を あけろ」 

「下へ 向けないで あります。 さっきから 首の 骨が、 ど 

うかな つたので あります。 幽霊の こと を、 あま リ 心配 

したせ いで あろうと 思います」 

「つべこべ、 喋るな。 命令 どおり すれば よいの だ。 I 

I もっと 下へ むけ。 それから、 号令と ともに、 大きく. 



息 を はきだせ。 さあ、 はじめる。 お 一 ィ」 

ピ— ト 一 等 兵 は、 泣き だしそう な 顔 をして いる。 

「は ぁッ」 

と、 申し わけみ たいに、 小さい 息 を はく。 

「こら、 そんな 息の つき 方で は、 だめ だ。 まるで、 お 

姫様が 吐 息をついて いるよう じ やない か。 もっと 大き 

く 息 を、 はきだせ。 こういう 風に。 お ーィ、 は あ"： 

二 イツ、 息 を は あ""」 

軍曹 は、 いじわるい 笑い をう かべて、 ピ ー ト 一等兵 

のよ わ つ ている 顔 をみ あげた。 

「軍曹 どの。 もう、 たくさん であります。 あれ は、 自 



と、 かくして いた 林檎 を、 ピ— トの 眼の 前に、 ぬつ 

とだした。 

「や ッ！ まだ、 あつたので すか」 

ピ ） £ 'は、 おどろき のこえ を あげた。 そして、 彼 は 

林檎の 方へ、 手 をのば した。 軍曹 は、 すばやく 林檎 を 

ひっこめ ると、 その 手 を、 いやというほど 殴りとば し 

た。 



意外な 声 



パイ 軍曹 は、 手 をのば して、 それ をお さえよう とす 

る。 ピ 1„ 一等兵 は、 そうさせまい とする。 二人の 身 

体 は、 からみあって、 林檎の あと を 追う。 いつしか 二 

人 は、 戦車の 隅つ こに、 しきりに 頭 をぶ ちつけ あって 

ヽ to 

レ / 

「こら、 手 を 出すな」 

「いや、 自分 も 食べたい のです」 

二人の 争い は、 いつお わると も、 わからな く 見えた 

が、 そのと き、 何者と もしれ ず、 二人の 方に 向って、 

大 ごえで、 よびかけた ものが あった。 

「お 二人とも、 手 を あげても らいましょう。 手 を あげ 



なきや、 この 機関銃の 引金 を 引きます よ」 

おもいがけない 人間の こえだ。 

(あつ、 あの 幽霊 か？) 

二人 は、 とたんに 顔の 色 をう しない、 こえの したう 

しろ を ふりかえって みると 。 

安全 条件 

「まあまあ、 そんな こわい 顔 をし ないで、 おとなしく 



(あつ、 こいつ は、 まさしく 東洋人 だ。 中国人 じ やな 

いかな あ。 いや、 エス キモ— 人 かも 知れない。 いやい 

や、 こんな 大胆な こと を やる の は、 日本人より 外にな 

い) 

これ は、 パイ 軍曹の 腹の 中であった。 

ピ— ト 一等兵の 方 は、 そんなお ちついた こと を 考え 

る ひまがない。 

(は あて、 この 幽霊め、 おれたちと、 あま リ かわらな 

い 服装 をして いる ぞ。 防寒服 を 着た 幽霊 は、 はじめて 

みたよ) 

と、 ピ— ト 一等兵 はがたが た ふるえて いる。 



と、 うしろ を 向いて、 おろおろ ごえで 哀訴した。 

「うしろ を 向いて はならん。 それで は 前進 方向が、 く 

る つ てく るで はない か」 

と、 黄い ろい 幽霊 は、 パイ 軍曹 を、 しかりとばした。 

その そばで は、 ピ— トー 等 兵が、 予備の ハンドル を 

握って、 ぶるぶる ふるえて いる。 

(おれ は、 ああい う 風に、 ぼん ぼん 叱りつ ける 幽霊の 

話 を、 きいた ことがない ぞ。 南極 地方に は、 かわった 

まめほん 

幽霊が 出る と、 豆本 かなん かに、 書いて おいて くれれ 

ばよ かった のに …… ) 

と、 ピ— トは、 どこまでも、 彼 を 幽霊 だと 思って い 



黄い ろい 幽霊が 手に もっていた 機銃で、 操縦席の 前 

にさが つてい る 南極の 地図 を 指した ために、 そばに い 

た パイ 軍曹 は、 黄い ろい 幽霊の ゆだん を 見す まして、 

機銃 を ぐっとつ かんだ ので ある。 力 くらべな らば、 彼 

はす， J ぶる 自信が あ つ た。 

「おい、 ピ— ト 一等兵。 早く、 力 を 貸せ。 その 幽霊の 

足 を、 横に 払え！」 

へび かえる 

だが、 ピ— ト 一 等 兵 は、 蛇に にらまれた 蛙 のように、 

すくんで しま つてい る。 



「こら、 幽霊。 そこ を はなせ。 はなさな いと、 き、 貴 

様 を J 

「ほッ ほ ッほッ ほッ。 パイ 軍曹、 君の 腕の 力 は、 たつ 

た それだけ か」 

「な、 なに を。 う ー ん」 

まん：：：' き 

じつは、 パイ 軍曹 は、 さっきから まるで 万力に はさ 

ん だよう にう ごかない 機銃に ついて、 少々 こま つてい 

たと ころで あつ た。 

「さあ、 パイ 軍曹。 君に、 これが とれる ものなら、 もつ 

と 倍 くら い の 力 を 出した まえ」 

「な、 なに を。 う— ん」 



三 つ の 場合 



海底 は、 まっくらであった。 

だから、 なにごとが 起っても、 皆目み えなかった。 

みえなかった から、 よかった ものの、 もし 海底に、 

だれか すんで いる 者が あって、 いま 地底 戦車が、 断 3!i 

から、 まっさかさま になって、 墜落した そのもの すご 

い 光景 をみ ていたと したら、 その 人 は、 きっとき も を 

つぶした にちがいない。 地底 戦車 は、 石塊の ように、 

ころげおちた のであった。 あの 高い 断崖から 下へ おち 



三人と も、 あたま を、 どこか かたい かべ か、 器械に 

ぶつつ け、 脳み そ を 出して、 死んで しまったの であろ 

ク ゝ o 

う 力 

いや、 そうで もなかった。 三人の 心臓 は、 いずれも 

かすかで は あるが、 それぞれ うごいて いたので ある。 

が、 三人と も、 死骸の ようになって、 うごかない。 自 

分が いま、 どこに いるか、 それさえ 分らない。 三人と 

も、 気が とおくな つて しまったの だ。 

だが、 これつ きリ、 三人と も、 死んで しまう ではな 

さそう だ。 今に、 一人一人、 われに かえって、 起き あ 

がるだろう。 しかし、 それから 先、 どうして 生きられ 



るか、 そいつ は 分らない。 

だれが、 先に、 気がつく か。 - I これ は、 たいへん 

重要な 問題だった。 

もし、 黄い ろい 幽霊が 先に 息 を ふきかえして 気が つ 

けば 幽霊が、 息 を ふきかえす というの も、 へんで 

あるが —— すべて、 戦車が 墜落す る 前のと おりで あろ 

う。 すなわち 彼 は、 とにかく パイ 軍曹と ピ— ト 一等兵 

をた すけお こして、 それから 後 は、 また 機関銃 を ひね 

くりまわして、 彼の 好む 方角へ 前進す るであろう。 

だが、 これと 反対に、 パイ 軍曹が、 先に 気がつけば、 

彼 は、 ピ— ト 一等兵 を 靴の 先で けとばして、 眼 を さま 



幸か不幸か、 事実 は、 最後に のべた 場合 をと つたの 

である。 ピ— トー 等 兵が、 う ー んと 呻って 手足 をのば 

し、 われに かえった のであった。 さあ、 どんな ことに 

なるやら？ 

脳み そだ！ 

ピ— ト 一等兵 は、 しばらく、 ひきつづき、 呻った。 

「う 1 ん。 ああ ッ」 



ちいって いたの は、 ピ— ト 一等兵の ため、 はなはだ 幸 

運であった。 

「おれ は、 へそのお を 切って から、 こんなに おどろい 

たこと は、 はじめて だぞ。 しかし、 このように 脳み そ 

が、 はみだして しまって は、 おどろい たって、 もうお 

そい。 えい、 しょうがない。 こう なれば、 やけくそ だ 

じぶんの 脳み そ を、 なめち まえ」 

ひどい 奴が あった ものである。 ピ ー ト 一等兵 は、 指 

さきにつ いた もの を、 口のと ころへ もっていって、 舌 

で べろべろなめ はじめた。 

「や あ、 こり やうまい。 いや あ、 すてきに、 うまい ぞ_ 



活を 入れて やった。 

「う— ん」 

パイ 軍曹 は、 やっと 気がつい たが、 黄い ろい 幽霊 を 

見ても、 もう とびかかって くる 元気がなかった。 

かいほう 

黄い ろい 幽霊 は、 次に、 ピ ー ト 一等兵 を、 介抱して 

やった。 ピ ） ^は、 気がつく と、 きょろきょろ あたり 

を 見 まわした が、 

「あれ ッ、 どうした のだろう。 いつの 間に やら、 こん 

ども 生き かえって、 おれが 助けられる なんて、 さっき 

の は、 あれ は 夢だった かしらん」 

と、 けげんな 顔。 



「どう だ、 パイ 軍曹に ピ— ト 一等兵。 もう、 いい加減 

に、 こりた であろう。 反抗す るの もい いが、 このうえ 

反抗す ると、 こんど は、 いよいよ 生命 を もらつ ちまう 

ぞ。 ここで、 どっちに する か、 はっきり 返事 をし ろ」 

黄い ろい 幽霊 は、 おごそかな こえで いった。 

パイ 軍曹と ピ— ト 一等兵と は、 顔 を 見合せ た。 そし 

て、 おた がいに、 うなずきあった。 

(どう だ、 こううる さくて は、 かなわん から、 降参し 

てし ま おうじゃ ないか。 せめて、 われわれが 地上に 出 

られ るまで …… ) 

(へい、 大 賛成です！) 



いし、 いばる こと も 知ってい るが、 今 地底 戦車が 南極 

の 海中に 沈んで いると 思う と、 からい くじが なくなつ 

て、 とうとう ここで、 沖 島 速 夫 を 神様の ように あがめ、 

そして 神様と してお すがりす るよう な ことにな つてし 

まった。 心の 弱い もの は、 いつでも、 このように 負け 

てし まう。 

(絶対に 反抗し ません！) 

こんど こそ、 いよいよ 本気で、 二人 は 黄い ろい 幽霊 

に 降参して しまったの である。 

速 夫 は、 勝者 だ。 

だが、 こうなる と、 出来るなら、 二人 を 助けて やり 



思った。 

しかしよ く 他の 器械 を 見て みると、 そうで もな いら 

ソ ヽ 。 

し レ 

しからば、 深度 計が 零 を さしてい るの は、 この 地底 

戦車が、 逆さに ひっくりかえって いるせ いであろう か 

とも 思った。 だが、 それ もちが う。 この 深度 計 は 逆さ 

に ひっくりかえ ろうが、 針が 他 を 指す ような 構造の も 

ので はない。 

すると、 正しく 深度 は 零な ので ある！ 

(深度が 零と いうと、 この 戦車の 下に、 水がない とい 

うこと であるが —— それでい いの かな) 



を 出しよ る」 

と、 パイ 軍曹が、 鼻 をつ まんだ。 

「え、 鯨の 油みたい なにお いがしま すか、 はてな？」 

ピ— ト 一等兵 は、 そういつ たかと 思う とに わかに、 

あわてて、 自分の 毛皮の 服の 胸 を あけて、 中へ 手 を つ つ 

こんだ。 

「うわ 1 ッ、 いけね え や」 

「おい、 ピ— ト。 何とい うこと をす る …… 胸の 中が、 

どうかした のか」 

「あは はは。 大 失敗で さ。 わけ をい うと 軍曹 どのに 叱 

られ、 そして ここにお いでの 幽霊 どのに 笑われて しま 



「つまり、 鯨の 油です から、 こいつ は、 魚の 脂です」 

「鯨 は、 魚 じ やない」 

「そうでし たな。 元へ！ 鯨 は、 けだものの 脂です か 

ら、 石油と はちがつて、 食べる —— いや、 飲める 理屈 

であります」 

「あは ァ、 それで、 飲む つもりで、 かくして いたの か」 

「はい。 ところが、 あのと おり、 戦車の 中で、 あっち 

へ、 ごろごろ、 こっちへ ご ろ) ，- ろご ろん とやって いる 

うちに、 缶が こわれて、 鯨油が ズボンの 中へ、 どろ ど 

ろと 流れ だして、 こ、 このて いたらく …… 」 

「なんだ、 そんな ことか。 お前 は、 幸運 じ や」 



「軍曹 どの。 からかつ ちゃ、 いかんです」 

「からかつ ちゃお らん。 もしも その 脂が お前の からだ 

から 流れ出した 脂 だ つ たら、 今頃 はどうな つ ていたと 

思う」 

「へい。 どうな つてい ました かしら」 

「わかって いる じ やない か。 そんなに 脂がぬ け 出し 

ちゃ、 お前 は 今頃 は 冷くな つて、 死んで いたろう」 

「冗談じゃありません よ。 はっくし よん」 

さっきから、 傍 で、 あきれ 顔で、 二人の 話 を 聞い 

ていた 沖 島 速 夫が、 

r ピ ー, r 一 等 兵。 早く、 前 をし めろ。 風邪をひ くじ や 



「ええつ、 すると、 ここ は リント 少将の いられる 基地 

だつ たんです ね」 

「ふん、 そんな ことが、 今にな つて 分った か」 

パイ 軍曹 は、 叱られて いる。 

リント 少将 は、 沖 島 速 夫の 前へ 歩みより、 

「黄い ろい 幽霊 君。 パイ 軍曹の いう ことに 間違い はな 

ヽ i I 

レカ」 

と、 しずかな ことばで、 たずねた。 しかし 少将の 眼 

は、 鷹の 眼の ように、 光って いた。 

「閣下。 すこし 話が ちがうよ うです。 正直者の ピ ー ト 

一 等 兵に、 おたずね 下さい」 



ら ベら 喋り だして、 止めよう もない 

と う 一 J < 

投默 



リント 少将 は、 さすがに、 南極へ 派遣され る ほどの 

名将 だけあって、 早く も、 わけ を 察した。 

少将 は、 幕僚の 参謀た ち を ふりかえり、 

「どう だ、 事情 は、 のみこめたろう。 要するに、 パイ 

軍曹と ピ— ト 一等兵と は、 この 地底 戦車の 中に とじこ 



ピ— ト がいった。 

友情 

コ— ヒ— を もってき て やった —— と、 ピ— ト 一等兵 

ゆ f 

はいった。 そして 窓のと ころから、 うまそう な 湯気の 

た つ コー ヒ— の 器が 見えた。 

沖 島 は、 腰かけから 立って、 窓のと ころへ いった。 

「コ ー ヒ ー を、 もってき て くれたの か。 どうも、 すま 



そうすれば、 世話 はな かったん だ。 ほら、 黄い ろい 幽 

霊、 コー ヒ— だぞ」 

コ— ヒ— の コップ は、 ようやく、 窓の 間から 沖 島の 

手に わたされた。 

「や あ、 どうも、 すまん」 

「わしと お前との 仲 だ。 そう、 いちいち 礼 をい うに は、 

あたらない。 さあ、 これ だ。 これ を とれ」 

コ— ヒ— だけ かと 思って いたら、 ピ— ト 一等兵 は、 

毛皮の 外套の 下から、 ビフテキ を 紙に つつんだ やつ を、 

すばやく 沖 島に 手渡した。 

r すま ん ，1 



ふっき ゆ う 

復仇 

そこへ、 衛兵が かけつけて きたから、 また さわぎが 

大きくな つた。 

人の いい ピ ー ト 一等兵 は、 パイ 軍曹と 衛兵との 攻撃 

にあって、 眼 をし ろくろし ている。 そして、 監房の 中 

の 沖 島に、 早く 喰って のんで しまえと、 あいず をした _ 

沖 島 は、 もちろん、 早い ところ、 監房の 中で ごち そ 

ぅを大 急行で いただ いている。 

ピ— トー 等 兵が、 軍曹の 一撃 を 喰って、 そこに、 目 



と、 一機 二 機 三 機 四 機 I 五 機の 飛行機が、 氷 上 を 滑 

走して 天空に まいあがった。 

「ああ 飛行隊の 出動 だ。 これ は、 おもしろく なった ぞ」 

「いや あ、 よせば いいのに。 五 機 出発して、 五 機 帰還 

せず なんてえ の はい や だからね」 

アメリカ 基地 を 飛び だした 機 は、 五 機だった。 いず 

れも四 人の りの 偵察機であった。 偵察機 だけれ ど、 機 

関 砲 を 持って いれば、 機銃 も ある。 小型 爆弾 も 積んで 

いると いう やつで、 偵察機と 襲撃 機との 中間み たいな 

飛行機で ある。 この 飛行機 は、 ことに スピ— ドが うん 

と 出る。 時速 五 百 三十 キロと いうから、 ものすご いも 



兵。 はやく、 うて！」 

「いやにな つち まうな。 地底 戦車兵に、 飛行機の うえ 

で 射撃 をし ろな どと 命令す るの は、 らんぼうな 話 だ。 

うてと いわれれば、 うつが、 どんな ことが 起っても、 

自分 はしらん ぞ」 

ピ— ト 一等兵 は、 泣き面 をして、 機銃の 引金に 指 を 

かけた。 

「ええと、 あの 日の丸 をう つか。 ええと、 こう ねらつ 

てと。 それから、 こういう 風に 引金 を ひいて と …… 」 

たたた ノ、 たたた た ノ。 

* つな こころよ 

機銃 は 呻り だした。 快い 手 ごた えが、 ピ— トー 等 



な あ。 さっきの は、 照準ち がいです。 こんど は 大丈夫 

です。 見て いてく ださい」 

ピ— ト 一 等 兵 は、 失敗 を とりもどそうと、 またもや 

照準 を 定めて、 引金 を ひいた。 

,v J ん J ,v J ，- こノ、 たたた たン。 

ピ— ト 一等兵の 顔が、 土色に なった。 

こんど は 味方の 一番 機の 翼 を、 うちくだいて しまつ 

たので ある。 マック 大尉の 顔 だと 思う が、 操縦席の そ 

ばの 窓から、 こっち を おそろしい 眼で にらみつけた。 

と、 思う 間もなく 一番 機 は、 機首 を 下にして、 ぐらつ 

きり お 

と ゆらいで、 錐 もみに なって、 墜ち 始めた。 ああ、 も 



あわや 爆撃 



r ピ— ト 一等兵。 お前に も 同情す る。 いいから、 機銃 

座 は あけて おけ。 そして ここにいても いい ぞ」 

「それ はいけ ません。 機銃 座に だれもつ いていな いな 

んて、 眼に たちます よ」 

「な あに、 お前が 戦死した ことにし ておけば いい」 

「なるほど。 しかし 戦死 はい やです ね」 

「重傷で もい いな あ。 そして おれ も 重傷 だ。 どっち も 



が 合った ところで、 爆弾 を 支えて いる 腕 金 を はずせば 

いいんだ。 一 チ、 ニイ、 三 ン！」 

「あつ」 

ピ ー ト 一 等 兵 は 思わず こえ を だした。 パイ 軍曹が、 

ついに 爆弾 を 切って 放した とお もった ので ある。 —— - 

ところが、 どうした わけ か 爆撃の 直前に いって、 パイ 

軍曹 は、 

「う— む」 

と 呻って、 把手から 手 を 放して しまった。 

「パイ 軍曹 どの。 どうせられ ました か」 

「いかん わい。 やめた よ」 



パイ 軍曹 は、 心臓が いたくな つた。 

「ピ— トの やつ、 どこまで、 ばかな 奴だろう。 いよい 

よ 大嵐の はじまり だぞ」 

すると 司令 は、 

「勇士 ピ— トー 等 兵。 二 機 撃墜のと きの 状況 をのべ よ。 

まず 聞く が、 お前が、 撃墜した 日本 機 はいかなる 機種 

の もので あつたか」 

「え、 日本 機 9 」 

ピ— ト 一 等 兵 は、 ようやく 気が ついた。 

(あつ、 しまった。 こいつ はとんだ こと を 喋って し 

まった ぞ。 撃墜と いったの だから、 とうとう 敵 味方の 



区別 を わすれて、 喋って しまった) 

さあ、 こまった。 

「順序 をた てないで よろしい。 はなし やすいよ うに、 

はなせ」 

「うわ ー ッ」 

ピ— ト 一 等 兵 は、 へど もど …… 。 

しかし、 ピ— ト 一等兵 は 運が つよかった、 というの 

であろう。 そのと き、 とつぜん、 思いがけな いさわぎ 

が 起った。 司令の そばへ 副官が とんで きたの だ。 

「おお、 飛行 司令。 リント 少将 は、 こっちに 見えて い 

なレ 力」 



鳴 を あげて、 その 場に たおれて しまった。 

そのころ、 氷 上で は リント 少将の 姿 を もとめ、 ます 

ます さわぎが 大きくな つ た。 

「どこに も、 おられな いじ やない か」 

「ふしぎな こと も ある もの だな」 

「おや、 もう 一 つ 紛失した ものが ある ぞ。 ここに あつ 

た」 

「何が なくなった？」 

「地底 戦車が、 どこかへ いってし まった」 

「地底 戦車？ そんなば かなこと が …… 」 といい なが 

ら そこ を 見る と、 なるほど 地 S 戦車がない。 



地底 戦車 は どこ へ 



沖 島 速 夫 は、 操縦席に のぼると、 地底 戦車 を、 ぎり 

ぎりと、 前進 させ 始めた。 

計器の 針が、 一 どに うごきだした。 

囚われの リント 少将 は、 

(この 小僧め) 

と、 沖 島のう しろから ピストル をつ き 出そうと した 



が、 思い出して、 そのまま 引 込めた。 いくら ここで、 

ピストル を 向けて みても、 何にも ならない のであった _ 

なぜならば、 沖 島 を 撃って 傷つけ ると、 あと は 誰が、 

この 地底 戦車 をう ごかす のか。 リント 少将 は、 ピスト 

ルを にぎって 勝って みるの はいいが、 少将 は、 やがて 

この 戦車の 中で、 飢えと 寒さの ため 死んで しまう だろ 

う。 沖 島 を ピストルで 撃つ こと は、 この 地底 戦車の 中 

を 自分の 墓場と する こと だと 気が つ いた リント 少将 は 

せっかく 出した ピストル を、 引 込めなければ ならな 

かった ので ある。 

「今に、 氷 上へ、 お出しい たします よ。 もうしば らく 



しんぼう 

の ご 辛抱です」 

沖 島 は、 ゆうゆうと 操縦の ハンドル をに ぎって いた。 

(全く、 ピ ー ト 一等兵 は、 かわいい 男 だ。 空襲 さわぎ 

のとき、 パイ 軍曹の すき を 見て 自分のう しろへ、 この 

私 を かくし、 そして 氷 上へ 出して くれた からな。 その 

おかげで、 自分 はうまい 機会に リント 少将 を、 戦車の 

中に 缶詰に して、 とっさに 氷の 下へ もぐりこんだ わけ 

だが、 まるで 神 さまが まもって くださる ように、 とん 

とん 拍子に いった じ やない か！) 

沖 島 は、 のん 気に、 そんな こと を、 思い出して いた。 

地底 戦車 は、 ごつ とん、 ごつ とんと、 ゆるやかに、 



リント 少将 は、 そういって、 呆然と 氷 上に たって、 

あたり を 眺め まわした。 

あたり は、 彼の 部隊が 屯ろ している ところと は、 ち 

がう。 まず、 氷山のう えに、 ひらひらと ひるがえる 日 

章 旗が、 リント 少将 を その 場に、 すくませて しまった _ 

「どうです、 お分りで すか。 ここが、 どこで あるか」 

「うむ」 

「お分りの はずです が、 私が、 説明し ましょう か。 こ 

こ は、 大和 雪原です。 西暦で いって 千 九 百 十二 年、 大 

しらせ 

日本 帝国の 白 瀬 中尉が ロット 海 を 南に 進んで、 この 雪 

原に 日章旗 をた てた のです」 
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